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「地方における高付加価値なインバウンド観光地づくり」

山陰（鳥取・島根）エリア マスタープラン
2025年1月31日

SAN’IN観光ビジネス推進企業体

Summary ver.



鳥取・島根統合推進体制
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山陰全体のSTP戦略方針
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山陰が目指す姿【統合フレームワーク】
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高付加価値化KPI -直接経済効果
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※高付加価値消費額係数：パッケージ料金÷宿泊費
※今年度作成したTariffの平均値でパッケージ料金を算出、1グループ平均2.5人と想定した場合の消費額内訳

ヤド

ヒト

アシ

飲食・体験

高付加価値旅行者消費額 KPIシュミレーション

・2024年高付加価値旅行者対象客室(48室)のインバウンド率・稼働率を考慮した推計売上を算出(2024年は1.1億円）
・対象ヤドの売上を今後継続して測定していくベンチマークに置く
・今後高付加価値旅行者がウリヤドヒトアシをセットにしたパッケージを購入すると仮定した場合の係数設定
・今後磨き上げや受入体制整備・開発を行うものとし、2030年KPIとして高付加価値旅行者消費額12.9億とする

年 ヤド売上 客室単価 客室単価
増減率

室数 室数増減
率

宿泊人数 宿泊人数増減率 高付加価
値係数

想定消費額

2024 ¥111,398,000 ¥52,857 - 48 - 120 - - -

2025 ¥167,097,000 ¥52,857 0.00% 48 0.00% 180 50.00% - -

2026 ¥250,645,500 ¥75,000 41.90% 48 0.00% 270 50.00% 2.7 ¥676,742,850

2027 ¥375,968,250 ¥80,000 6.70% 55 14.60% 405 50.00% 2.6 ¥977,517,450

2030 ¥563,952,375 ¥90,000 12.50% 65 18.20% 607 50.00% 2.3 ¥1,297,090,463

Phase1 ウリ販売開始 ×1.5 

UP

2025年Tariffでのパッケージ

販売のプロモーション開始を
想定し、継続的な入込数増加
incrementally ×1.5/yr

Phase2 客室単価UP

2026年パッケージ販売増加
に応じて平均客室単価UPと
想定（以降、継続的増加）

Phase3 客室数UP

2027年ヤド開発及びマリオ

ット開業に伴う全体的な平均
客室単価UPと想定（以降、
継続的増加）
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ターゲット
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項目 内容

市場規模 約240億ドルから540億ドル規模(2023)

旅行者属性 主に芸術や文化体験に没頭できる余裕のある35～65歳ま
たは、可処分所得の高いミレニアル世代（25～35歳）は
(特にモダンアート、デザインに関心あり)

旅行者価値観・
嗜好性

プライベート・ギャラリーツアー、作家によるアートツア
ーなど没入型のパーソナライズ旅行を好む。

旅行形態や内容 Cultural Seekers, Collectors, Aesthetic Appreciation（美的
鑑賞）に大別される。FITがほとんど。

旅行単価 $5,000 〜 $10,000 (1回旅行あたり）

国籍分布 米国、英国、フランス、ドイツ中心

山陰で提供でき
る体験

・山陰民藝（出西窯、たくみ民藝観
・たたら製鉄

コアバリューの相性が良いSpecial Interest Luxury層の中でも、
2034年までの市場成長率14.7%の 有望市場として欧米豪を中心とした高付加価値

旅行者層、特にSBNR（精神性重視）とアートラバーをターゲット設定。

項目 内容

市場規模 約480億ドル-720億ドル(2023)

今後数年間は力強い成長が見込まれる。

旅行者属性 年代：30-50代中心
性別：女性がやや多い
所得は一般的な層よりも高め

旅行者価値観・嗜
好性

精神的な豊かさを大切にする。「こころ・か
らだ・しぜん・つながり」の調和を重視。

旅行形態や内容 ウェルネスツーリズムやトランスフォーメー
ションツーリズムの一部として捉えられる

旅行単価 $4,000 〜 $10,000 (1回旅行あたり）

国籍分布 欧米を中心に増加。日本やアジアでも増加傾
向にある。

山陰で提供できる
体験

・三徳山での修験道体験
・大山での宿坊・座禅・精進料理体験
・出雲大社・神楽



コアバリュー（タグライン）

「Made by Myths. Crafted by Nature.」をタグラインに、神話と自然が織りなす山
陰の独自性を表現。民藝やたたら製鉄など地域固有の文化資源を活用。
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コアバリュー（タグライン） ブランドブック



地域の課題と解決方針
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詳細な調査によりウリ・ヤド・ヒト・アシ・コネにおける現実的課題を把握。
取り組み方針を確定しR７年事業計画へとつなげる。



今後の工程表（R7事業案）

9

●R6事業で得た情報及びフィードバックを基に「エリアの価値」を体現できるコンテンツを更に磨き上げ、プロトタイプツアーを造
成する（民藝・たたら・修験・AT・食などいつでも受け入れ可能な感動コンテンツ）。造成したツアーを商談会にて販売すると共に
受け入れ態勢（ランドオペレーター）を整える。
●新たなヤドの候補地を選定し、ヤドの開発に向けて各地域との合意形成や主体となる開発者とともに計画を策定し、新たなヤドの開
発に向けたプロジェクトをスタートする。一方で開発にはある程度の時間を要することもあり、並行して既存ホテル・旅館の高付加
価値な販売方法、サービス品質の向上等を図るため仕組みづくり及び教育体制を確立する。
●質が高くシームレスで安定した移動を提供するための手段や業者間連携、従事者のサービス向上を確立する。
●R6年度に山陰両県が一本化しR7年度の法人化に向けた協議を行う。その中で法人に求められる機能を明確にした上で持続可能な組
織にするための事業設計や投融資を行うファイナンス機能の検討など必要事項をコア会議及びWGで協議を重ね山陰両県、山陰インバ
ウンド機構との強固な連携により地域の観光ビジネスを牽引できる法人を設立する。

施策

番号
目的 内容

実施

期間

1 販売準備
・令和6年度事業を結果を踏まえたよりクオリティの高いコンテンツの磨き上げと開発
・地域ブランディング、コアバリューの可能性について検証
・販売ツール（タリフ,画像、動画）、HPの作成

4-12月

2
テストマーケティ
ング

・モニターツアー実施
・商談会への参加等、国内外のバイヤーへの営業、関係性づくり

4-2月

3 人材育成
・外国語人材活用機会の創出
・宿泊施設、ドライバーを対象とした人材研修
・スルーガイドを対象とした研修

4-11月

4 アシの確保
・ビジネスジェット、ヘリによる輸送の実証(他地域との連携を想定)
・高付加価値な交通運営計画の策定(ヒト、車両、仕組み/施策６と連動)

7-11月

5
ヤド確保計画作
成・実施

・既存高付加価値な宿泊施設のリスト化とプライベート空間確保に向けた実証
・改修候補施設・新規開発候補地の実現に向けた地域の合意形成及び開発に向けた構想策定
※候補地毎のヤドの開発主体者・候補者や地域住民に対して開発に関する具体的な調査を行い支援内容を検討するとともに独自投資開発を見据えて方向性
を導き出す
・衰退する既存のヤドを活用した新たなビジネスモデルを構築

4-2月

6 推進体制強化

・投資機能を持った推進組織の人事体制・事業実施計画の策定及び法人化
・ヤド・アシ・ウリにかかわるプロジェクトの設置
・山陰インバウンド機構との連携・協働によりエリア全体のランドオペレーターの体制及びマネタイズの仕組みの構築
※鳥取県、島根県、山陰インバウンド機構との4者会議を定期開催するなど、連携を強化し山陰が一枚岩となった運営を実施

4-1月

7
マスタープラン改
定・KPI測定

・KPIのモニタリング、検証
・マスタープランのブラッシュアップ
・経済波及効果等測定調査

10-2月



全体

・価値の整理
・MP策定

・協議会設立準備協議会、勉強

会等による事業周知

・組織の格上げ

※法人化に向けた準備

・参画企業の増強

・法人の設立

※山陰DMO,鳥取県、島根県と

連携)

・ランドオペレーション機能整

備

・ファンドの構築

・販売・手配体制の確立

・法人の設立運営

・自立した観光地経営

・法人の設立運営

ウリ

・現状整理

・地域素材の整理

・コンテンツ磨き上げ

・MP策定

・体験コンテンツワーキンググ
ループの形成
・コンテンツ磨き上げ
・ファムツアーの実施による課
題抽出と整理

・ブランディングと地域内共有

・旅行商品開発

・コンテンツ磨き上げ

・順次商品販売

・旅行商品開発

・コンテンツ磨き上げ

・順次商品販売

・旅行商品開発

・コンテンツ磨き上げ

・順次商品販売

ヤド
・現状整理
・MP策定

・宿高付加価値強化ワーキング
グループの形成

・基礎調査

・課題整理館

・新たな宿事業構想策定

・既存施設の改善構想策定

・新たな宿事業計画策定

・既存施設の改善計画策定

・新たな宿事業実施計画策定(地

域進捗状況により事業実施)

・既存施設の改善計画策定

・新たな宿事業実施

ヒト
・現状整理
・MP策定

・通訳、ガイド人材等育成研
修・交流、本事業への関与UP

・通訳案内士を活用したガイド、

ホスピタリティ人材育成研修及

び交流

・ステークホルダーとの関係性

構築

・ガイド、ホスピタリティ人材

の発掘、育成事業実施

・教育機関と高度人材教育につ

いての協議、検討

・ガイド、ホスピタリティ人材

の育成事業実施

・教育機関と高度人材教育につ

いての計画策定

・ガイド、ホスピタリティ人材

の育成事業実施

・教育機関と高度人材教育事業

の実施

コネ
・現状整理
・MP策定

・ファムツアー実施による販路

開拓

・ニーズ調査

・DMC体制稼働準備(DMO、行

政との連携)

・国内外のバイヤーとの関係性

づくり

・情報のアップデート

・商談会参加

・広域での動線づくり

・国内外のバイヤーとの関係性

強化

・情報のアップデート

・商談会参加

・国内外のバイヤーとの関係性

強化及び検証

・情報のアップデート

・商談会参加

アシ
・現状整理
・MP策定

・交通事業者への
ニーズヒアリング

・人材育成研修

・基礎調査

・課題整理

・既存交通事業の改善について

協議、検討

・鉄道と航空の新たな活用事業

の協議、検討

・既存交通事業の改善について

計画策定

・鉄道と航空の新たな活用事業

の計画策定

・既存交通事業の改善事業実施

・鉄道と航空の新たな活用事業

の実施

今後の工程表
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2023 2024 2025 2026 2027
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